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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と結果申請先

2007　春 公立高校受験

合格・入学

12月

2010年

1月

2月

配慮申請について話し合い

センター試験

担任

公立A大（前期）	
  受験

2009
（高3）8月

9月 担任
公立A大
入試課

・肢体不自由への対応歴あり
・上記の場合，時間延長1.5倍対応
・聴覚障害支援に取りかかり始めた
・入学後，手厚く対応する
・特別配慮申請：センターに準じる　　　

10月 担任
センター試験別冊を
コピーして渡される

公立A大
教授

心理テストの結果から，配慮
申請可能との意見をもらう

進路部長 「公汎性発達障害や抑うつによる
	
  	
  配慮は認められることはない」

申請をしないことに決定

（対象者）
みんなと同じ状況で（配慮を
受けずに）受験してみたい

センター試験受験手続き

学年主任

進路部長

4月 浪人

不合格

センター試験別冊

特別配慮申請を知る東大先端研

事例11：広汎性発達障害．ADHD．抑うつ状態．

公立3大学合同説明会にて相談


